
香
川
革
新
懇
と
９
条
の
会
か

が
わ
は
６
日
、
高
松
市
の
商
店

街
で
「
６
の
日
行
動
」
と
し
て

リ
レ
ー
ト
ー
ク
な
ど
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

９
条
の
会
か
が
わ
の
十
河
浩

二
事
務
局
長
は
、
世
界
情
勢
の

混
迷
や
、
高
市
首
相
の
安
保
３

文
書
の
改
訂
の
ね
ら
い
、
長
射

程
ミ
サ
イ
ル
の
配
備
、
全
国
で

の
特
定
利
用
空
港
・
港
湾
の
増

加
な
ど
あ
げ
て
、
「
日
本
は
自

ら
戦
争
に
近
づ
い
て
行
っ
て
い

る
」
と
指
摘
。
ア
メ
リ
カ
の
ト

ラ
ン
プ
大
統
領
、
ロ
シ
ア
の
プ
ー

チ
ン
大
統
領
な
ど
軍
事
大
国
の

ト
ッ
プ
が
唱
え
る
「
力
に
よ
る

平
和
」
は
、
国
連
憲
章
・
国
際

法
に
明
確
に
違
反
し
、
大
国
が

武
力
で
他
国
の
主
権
を
侵
害
し
、

自
国
の
利
益
や
領
土
を
拡
大
さ

せ
て
い
る
と
述
べ
、
「
ア
メ
リ

カ
言
い
な
り
の
軍
備
拡
大
は
、

国
際
秩
序
の
破
壊
者
へ
の
加
担

だ
。
日
本
国
憲
法
は
、
先
の
大

戦
の
未
曾
有
の
惨
禍
の
経
験
か

ら
、
「
武
力
に
よ
ら
な
い
平
和
」

を
世
界
に
先
駆
け
て
宣
言
し
た

も
の
。

前
文
で

「
自
国

第
一
主

義
を
明

確
に
戒

め
、
国

際
協
調

主
義
に

立
つ
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
」

と
訴
え
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
の
藤
沢
や
よ
い

高
松
市
議
は
、
高
市
首
相
の
非

核
三
原
則
の
「
持
ち
込
ま
せ
ず
」

を
考
え
直
す
と
の
発
言
や
、
政

権
中
枢
の
高
官
の
核
兵
器
保
有

発
言
を
批
判
し
、
「
国
民
は
物

価
高
騰
で
大
変
。
毎
日
の
買
い

物
や
食
事
な
ど
も
節
約
し
て
、

節
約
に
も
我
慢
の
限
界
が
あ
る
。

軍
事
費
の
増
大
や
、
戦
争
へ
の

準
備
を
す
る
政
治
に
き
っ
ぱ
り

『
Ｎ
Ｏ
』
の
声
を
上
げ
ま
し
ょ

う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
に
新
社
会
党
県
本

部
の
林
英
二
委
員
長
が
訴
え
ま

し
た
。
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【遺骨収容と返還に向けて
「刻む会」の再始動から抗口
発見まで】

2014年「刻む会」は韓国遺族会

からの求めで「遺骨の収容・返還」

を新たな目標に掲げて再出発しま

した。しかし2018年～2023年まで

の日本政府の回答は「遺骨の位置

がわからない」とか「深度がわか

らない」などと繰り返すのみで一

向に進みませんでした。

2024年偶然とはいえ坑口付近の

土地管理問題が解決したことや、

工事を請け負ってくれる業者が確

保できたこと、洞窟探検家の伊佐

治氏から潜水調査の申し出があっ

たという奇跡的な幸運が重なり、

とうとう坑口が発見されました。

その後伊佐治さんによる調査潜水

が何度も繰り返され、ついに本坑

道までの通路が開いたのです。

【ついに遺骨発見！】
2025年８月、韓国人ダイバーに

よって遺骨が発見され、さらに海

底に眠るように横たわる遺体の姿

も映し出されました。まだまだ多

くの遺体が海底に眠っていること

も確認されました。収容された遺

骨は人骨に間違いないと警察から

の証明も得ました。そのニュース

はマスコミに大きく取り上げられ

全国的に知られることになりまし

た。(写真)

現在山口県警を通じて遺骨のＤ

ＮＡ検査によって身元調査をした

いと求めており、国会でも取り上

げられました。当時の石破首相か

ら前向きな答弁を得たものの「専

門的知見を集める」といいつつ

「危険」を理由にいまだに財政援

助もＤＮＡ検査も実行されていま

せん。

【「遺骨収容・返還」を日韓
共同事業に】

この間、韓国国内では政治的な

動きによる圧力がありましたが、

「刻む会」は一貫して「人道支援」

としての日韓共同事業にしていき

たいと両政府に求めてきました。

つまり「保障問題」に発展すると

両政府とも動かなくなるからだと

言います。あくまで「遺骨を帰し

てあげたい」「日本の加害と向き

合い在日の人々に寄り添いたい」

という信念で貫かれています。来

る2026年には世界中からダイバー

が集まり遺骨収容に再度臨みます。

【まとめ】
井上洋子さんのお話は壮大で地

に足の着いた、ものすごい迫力を

感じた講演でした。私たちの会の

創始者、浄土卓也さんが直島製錬

所などで行われていた強制労働を

調査されていたことともつながっ

て、加害の歴史を終わったことに

しないという「刻む会」の覚悟の

ようなものを感じました。

私たちの会も、このような厳し

い情勢ではありますが、志を共に

する人とスクラムを組んで頑張り

たいと、決意を新たにしました。

太平洋戦争開戦の日に戦争について考える１２・８集会（２）
8.15戦争体験を語り継ぐつどい実行委員会 代表 杉村智子

米
国
の
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
武
力
攻

撃
は
許
さ
れ
な
い

６
の
日
行
動

ブ
ラ
ジ
ル
で
開
か
れ
て
い
た

国
連
気
候
変
動
枠
組
み
条
約
第

30
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
30
）

が
２
０
２
５
年
11
月
22
日
に
、

閉
幕
し
た
。
多
国
間
協
調
に
背

を
向
け
る
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
米

国
が
不
参
加
の
中
、
途
上
国
支

援
や
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減

の
議
論
は
推
進
力
を
欠
き
、
地

球
温
暖
化
を
克
服
す
る
道
筋
は

描
け
な
か
っ
た
。

国
際
枠
組
み
「
パ
リ
協
定
」

は
、
気
温
上
昇
１
・
５
度
以
内

に
抑
え
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

る
が
、
目
標
達
成
は
ほ
ど
遠
い
。

温
暖
化
対
策
を
「
史
上
最
大

の
詐
欺
」
と
主
張
す
る
ト
ラ
ン

プ
氏
は
、
パ
リ
協
定
か
ら
の
離

脱
を
表
明
し
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
30
に
高

官
を
派
遣
し
な
か
っ
た
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
地
球
環
境
市

民
会
議
」
の
早
川
光
俊
専
務
理

事
は
、
「
世
界
最
大
の
経
済
大

国
、
米
国

は
不
在
で

あ
っ
て
も

影
響
は
大

き
い
」
と

話
す
。

途
上
国

の
対
策
に

必
要
な
資

金
を
、
具

体
的
に
ど

う
確
保
す

る
か
が
一

つ
の
焦
点

と
な
っ
た
。

最
大
の
支
援
国
だ
っ
た
米
国
が

去
っ
た
い
ま
、
「
肩
代
わ
り
し

よ
う
と
い
う
国
は
な
い
」
と
、

懸
念
す
る
。

ま
た
、
排
出
削
減
の
強
化
に

向
か
う
勢
い
も
欠
け
て
い
た
。

国
連
は
２
０
３
５
年
の
温
室
ガ

ス
排
出
削
減
目
標
を
９
月
末
ま

で
に
、
提
出
す
る
よ
う
に
求
め

て
い
た
が
、
期
限
を
守
っ
た
国

は
３
割
。
会
期
中
に
提
出
は
進

ん
だ
も
の
の
６
割
程
度
に
留
ま
っ

た
。２

０
３
５
年
に
は
、
19
年
比

で
60
％
の
削
減
が
必
要
な
の
に
、

僅
か
12
％
に
し
か
な
ら
な
い
と

国
連
は
推
計
す
る
。
こ
の
ま
ま

で
は
、
気
温
の
上
昇
は
２
・
６

度
に
及
ぶ
と
の
予

測
も
あ
る
。

交
渉
終
盤
の
11

月
19
日
、
交
渉
加

速
を
狙
っ
て
会
場

入
り
し
た
ブ
ラ
ジ

ル
の
ル
ラ
大
統
領

は
「
化
石
燃
料
な

し
で
生
き
る
方
法

を
考
え
始
め
る
必

要
が
あ
る
」
と
強

調
。
石
油
や
天
然

ガ
ス
へ
の
依
存
低

減
に
向
け
た
「
工

程
表
」
の
作
成
に

入
る
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。

結
局
、
22
日
の
閉
会
会
合
で

は
化
石
燃
料
へ
の
言
及
を
欠
い

た
ま
ま
合
意
文
書
は
採
択
さ
れ
、

一
部
の
国
の
抗
議
に
よ
っ
て
議

事
が
中
断
す
る
一
幕
も
あ
っ
た
。

こ
れ
は
、
日
本
を
含
む
先
進

国
が
気
候
資
金
貢
献
に
関
す
る

具
体
的
な
約
束
を
避
け
、
化
石

燃
料
へ
の
依
存
か
ら
の
脱
却
に

踏
み
切
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
、

一
因
で
す
。
（
「
四
国
新
聞
」

２
０
２
５
年
11
月
24
日
よ
り
一

部
引
用
）
。

引
き
続
き
、
み
な
さ
ん
と
考

え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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２
０
２
６
年

新
し
い
年
が

あ
け
ま
し
た
。
私
は
午
年
生
ま

れ
、
今
年
こ
そ
は
飛
躍
の
年
へ
！

力
強
く
駆
け
回
り
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶
の
街
頭
宣
伝

は
高
松
市
で
行
い
ま
し
た
。
寒

い
朝
に
も
関
わ
ら
ず
足
を
運
ん

で
く
だ
さ
っ
た
方
の
中
に
は
、

目
の
前
に
大
学
受
験
を
控
え
て

い
る
高
校
生
や
、
わ
ざ
わ
ざ
広

島
県
か
ら
お
越
し
い
た
だ
い
た

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
と
て
も

励
ま
さ
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
と

と
も
に
今
年
も
頑
張
る
ぞ
ー
。

年
末
か
ら
本
が
読
み
た
い
！

と
い
う
「
読
書
渇
望
」
に
陥
っ

て
い
ま
し
た
。
行
き
た
か
っ
た

本
屋
さ
ん
で
よ
う
や
く
手
に
入

れ
た
本
や
、
今
ま
で
読
め
な
か
っ

た
文
章
を
読
み
ふ
け
り
ま
し
た
。

な
か
で
も
心
が
ふ
る
え
る
思
い

が
し
た
の
は
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗

元
旦
号
」
の
新
春
対
談
で
す
。

「
い
ま
こ
そ
マ
ル
ク
ス
」
と
題

し
た
、
志
位
和
夫
議
長
と
マ
ル

チ
ェ
ロ
・
ム
ス
ト
教
授
（
マ
ル

ク
ス
研
究
者
で
カ
ナ
ダ
・
ヨ
ー

ク
大
学
教
授
）
の
対
談
に
、
世

界
的
な
マ
ル
ク
ス
ブ
ー
ム
は
一

時
的
な
も
の
で
も
偶
然
で
も
な

く
、
資
本
主
義
自
身
が
も
た
ら

し
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を

ワ
ク
ワ
ク
感
を
持
っ
て
受
け
止

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ム

ス
ト
教
授
の
疑
問
点
も
率
直
に

語
ら
れ
、
人
間
の
自
由
を
説
い

た
マ
ル
ク
ス
の
理
論
や
政
党
組

織
の
重
要
性
を
改
め
て
感
じ
る

こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

対
談
内
容
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
ム
ス
ト
教
授
の
言
葉
が
ま

た
良
い
の
で
す
。
「
自
主
独
立

性
は
、
政
党
と
し
て
の
生
存
権
」

「
社
会
主
義
と
は
労
働
時
間
の

短
縮
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
こ
か

ら
始
ま
る
の
で
す
」
な
ど
な
ど

新
春
か
ら
大
い
に
奮
い
立
た
さ

れ
ま
し
た
。
改
め
て
自
ら
の
立

ち
位
置
を
確
認
さ
せ
ら
れ
た
よ

う
な
対
談
で
し
た
。

勇
気
り
ん
り
ん
エ
ッ
セ
イ

参
議
院
議
員

白
川
よ
う
子

｢

ス
ト
ッ
プ･

温
暖
化｣

⑥

凪

遥


